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緒 言

本 研 究 の 建的 は 、 一 定 の森 林 において 、 ミズナ ラ講 造 用 素 材 が 採 材 で きる よ う左 形 質 を具 備

し楚 ミズナ ラ 立木 を 、毎 年 、 多廷ぼ 均 等 に保 続 収 穫 す る こ とが 可能 な生 産組 織 を明 らか にす る と

と もに 、 ほ ぼ 全 林 に わ π 。て ミズナ ラが純 林 状 態 で既 存 し、 か つ そ れ らの 各 林 分 が生 産 組 織 化

され て い な い 配 置 状 態 に な コて い る現 実 の ミズ ナ ラ天然 生 林 を、 ミ ズナ ラ構 造 材 の 保 続生 産 林

へ 誘導 す る技 術 的 方 法 を明 らか にす る こ とに あるゆ

この研 究 自的 達 成 のftめ の研 究計 画 に も とづ き、 昭和47年 度 において は 、既 設 の 調 査 地 。

試 験 地 ・試 験 林 を 対 象 と して研 究 したoそ の 研 究 経過 を部 門 別 に 報告 す る と以下 の と劃 りで あ

b、 本研 究 に 関 連 した 本 年慶 の 研 究 報 告 は6件 で末尾 に 掲 げ る とtsbで あ るo

な 論 、 研 究 費 のPt部 は 、昭 和47年 度 文 部 省 科 学研 究 費 補 助 金(奨 励研究(A))に よる もの で

あ るが 、そ れ を、 具 体 的 には 「ミズナ ラ構 造 材 保 続生 産 林 へ の 誘導 試 験 」 における 研 究 費 の一

部 に 充 て だo

Iミ ズ ナ ラ林 分 結 実 量 調査 、

第1調 査 地(6林 班 。0.12ha)診 よび 嬉2調 査 地(8林 班 ・O・15ha)の 結 実 量 をfO月

下 旬 に調 査 しftoそ の 結 果 、 第1調 査 地 は1,4万 個/ha、 第2調 査 地 はZ6万 個/haで あ っ

たo

な鉛、この結実量は既往に比較してきわめて少なく、両調査地に関する限り、明らかに本年



度は凶作年にあたるものと判定されるo

遜 ミズナラ構造材生産林分造成試験

ミズナラ構造材生産林分造成のだめの稚樹刈出方法として、台切を応用しだ筋刈法が合理的

かどうかを親らかにすることを§的として、第1試 験地(7林i班 ・4.14ha)の2年 生 ミズナ

ラ天然下種更薪地を対象とし、§月上旬・'・・6月 中旬の闘に、つぎのような4方 法の稚樹刈出を

行なofto

① 生長開始期台切法

5月 上旬に更薪筋のみを地際から一律に刈払す段わち台切 し.6月 中旬に放置筋のみを刈払

い、更新筋は原則として刈払わない導

② 生長最盛期台切法

6月 中旬に更新筋を地際から一律に刈払 うと同時に、放置筋も刈払 うゆ

③ 全酬 咄 法

5月 中旬に更新筋お よび放置筋とも、ミズナラ稚樹の平均苗長以上の高さで刈払 うoし だが

oて 、台切はしないゆ

④ 筋状刈出法

6月 中旬に放置筋のみを一律に刈払い、更新筋は原則として刈払わitいoし だがoて 、台切

は しなho

な誇、刈払はすべて刈払機を用いて行ない、更新筋(幅50㎝)繭 よぴ放置筋(幅 壌m)は

既殼されているものであるoこ の試験結果は、メ雅渓 施 で年後の48年5月 上旬に調査 し、8

月の第84回H本 林学会大会に論いて発表する予定であるe

遜 ミズナラ構造材保続生産林への誘導試験

ミズナラ天然生林をミズナジ構造材保続生産林へ誘導するだめの技術的方法を萌らかにする

ことを主 呂的として、47年 肇9月 に本演習林8林 斑於よび9林 遊に試験林(総 面積2e義9

8ha)を 殼定 しftacとは昨年度に報告 しだ癖

本年慶に論いては.ま ず、その誘導の基本計画を樹立 し、その基本計画にもとついて、全林

道網の開設と全森林区薩の設定を完了しftoこ の両者の具体的な内容については.第 爆報k・よ

び第2報 として。いずれもr九 大演替林集報第25号 」に報告するので、ζこでは、それ らの

概要を報告するにとどめだい◇

{1)誘 導の基本計画

爆)誘 導圏標 とする保続生産組織

基本的には、全林が輪伐期15o年 の一w作業級となり、t50個 の年伐区に区薗されて、そ



れらの年伐区には1年 生か ら150年 生までのすべての令階のミズナラ構造材生産林分が成立

する¢

このような全林に対 して、毎年かつ永続的に、その うちの18個 ずつの年伐区に下種地持か

ら最終回(弟 壌葉画)間伐 までの適切な育林技衛がそれぞれ施行されるo

それにともなゆて、1個 の年伐区の主伐材積;bよ び11個 の年伐区の間伐材積が、毎年かつ

永続的に収穫されるものである0

2)各 構成要素ごとの基本計画

① 林道網は、〉ラック ・クレーン集材を前提とし、各山腹尉面に2段 の等高線林道(路 線

間隔は100m以 内の斜距離)と 、それ らを適切に連絡する上下連絡林道 とによって構成するo

② 森林区画は、林道網の開設進度に差行 して、遂次年伐区(isG個)を 分画し・その分

画結果にもとついて、不完全伐採列区(12個)toよ び流域斜面(6個)を 設定するo

③ 誘導期間は、19ア2年 度から212怖 度までの150年 間を原則とする。その全誘

導期閥を16力 年を一期とする15の 誘導計画期に区分するo

④ 誘導技術は.下 種地持 ・補播 ・種子覆土 ・更新伐 ・枝条整理 。補植 。稚樹刈出 。除伐(

2回)・ 枝打(2回)・ 間伐(lt翻)と し、誘導開始第t年 度から、除伐(2年 伐区)・ 枝

打(2年 伐区)・ 間伐(70年 生 までの6年 伐区)も 適用するoなts.伐 採一一更i新の進行順序

は、年伐区単位で皆伐面を分散させるように配慮 して決定するe

⑤ 収穫予定法は、輪伐期150年 、一経理期(誘 導謝画期)10年 、nt令級tO年 とする

令級法を基本とし、年伐量の査定にあだ 。ては弾力性をもだせるゆ

(2》 林道網開設お よび森林区画設定の結果

④ 林道網の総延長は2矯2曲 であb、 林道密度は194・5m/haと なvft。

② 森林区画は、流域斜面6個 、不完全伐採列区12個 、年伐区150個 が設定されて;bb、

年伐区の平均面積は6.g2haと なvだ 。

③ 一年伐区の保護林帯を除 く生産林地(皆 伐林地)の 平均面積はO.57haで あり、皆伐総面

積(85.82ha)の 全試験林面積(205o8ha)に 占める比率は約42%に す ぎないという

区画結果になofto

昭和4ア 年度 研 究 報 告

1)今 田盛生;ミ ズナラ構造材生麗林の間伐技術体系の構想、北方林業24(6》:i-5、 北方

林業会、札幌(47。6)

2)今 田盛生=構 造材生産を目的とする広葉樹天然生林の基本的伐採法とそれにもとつ く更新
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B。 北 方広葉 樹 天 然 林地 帯 における

森林 施業 に 関す る研究

締 原 道 喜 ・今 田 盛i生

は し が き

正 しい森林のとり扱いかたは、森林とい う生物社会の要求を満 しなが ら、入間社会の経済的

要求を満足させπものでなければならない◇特に、北海道東部地方に広 ぐ分布する広葉樹天然

林は、複雑な地況、林況を呈 しているので、画一的なとり扱いは危険であり、それぞれに適 し

だ更薪技術、育林技術を施すことにより、生産性を高めることがきわめて重要とされているo

そ こで、広葉樹天然林の更新状況、林木構成、生長量、勢 よびその地帯に成立している針葉樹

入工林の実態を明らかにするとともに、森林施業の具体例の分析を行なうことにより、合後の

広葉樹天然林地帯に訟ける森林施業に関する基礎資料を得ることを目的 とし、前年度に引 き続

選、次の事項を実施しfto

I固 定標準 地 に よ る広 葉 樹 天 然 林 の 生 長 量 調 査

北海道地方演習林には、昭和37年 、広葉樹天然林内に11個 の固定標準地が設定されftが

その第f圓Bの 調査を昭灘46、47年 の2ケ 年にわだ。て実施 し、本年慶、そのとりまとめ

を行なゆだoそ の結果は、表一1の と劃りであるoこ のうち、ヤマナラシ天然林については・

その詳細を、第21回H本 林学会北海道支部大会で報告 しfto

なお、昭和55年 、 ミズナラ2次 林に設定されだ4傭 の固定標準地についても、昭和46、

47年 の2ケ 年にわたgて 調査 し、本年度、そのとりまとめを行なgだoそ の結果は、表一一・2、


